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第 3 回 11月高 2 レベルマーク模試［英語（リスニング）］講評

Ⅰ．全体講評

　今回の高 2 レベルマーク模試のリスニングの平均
点は，29.2点（58.4％）であった。この模擬試験は，
センター試験に準じた形式・レベルの問題である。
各自できなかった問題を復習し，得点力の向上につ
なげていこう。

Ⅱ．大問別分析

　今回の成績を平均得点率でみると，大問別では第
1 問，第 4 問 A，第 4 問 B の得点率が 60％ を超え，
第 3 問 B は 60％ 弱，第 2 問，第 3 問 A は得点率
が約 50％ と低めだった。

第 1 問　短い対話（語句・イラスト選択）
計算型の問題に慣れよう。
　6 つの短い対話を聞き取る問題。平均得点率は
61.1％ だった。今回は計算を必要とする問 2，問 5
が比較的良くできており，この種の問題への対策が
進んできたようである。

第 2 問　短い対話（応答文選択）
使いこなせる語彙・表現を増やしていこう。
　7 つの短い対話を聞き，それに続く適切な文を選
ぶ問題。平均得点率は 51.0％ だった。正答率が低
かったのは問 9（33.8％）と問 13（29.2％）の 2 問。
問 9 は Can I have seconds? （お代わりをもらえま
すか？）が正解だが，have seconds「（料理などを）
お代わりする」という表現が分からなかったものと
思われる。問 13 は最後の発言 I have too many 
chores. （雑用が多すぎる）の chore（s）「雑用」が
うまく聞き取れなかったのではないかと思われる。
身についていない語彙や表現をしっかりと復習しよ
う。

第 3 問　A：短い対話　B：長めの対話
注意深く聞き取り，対話の流れをつかもう。
　A は 3 つの短い対話，B は長めの対話を 1 つ聞い
て答える問題。B の語数は約 200 語である。第 3 問
A の平均得点率は 50.6％，第 3 問 B の平均得点率
は 59.6％ だった。
　比較的正答率が低かった設問は A の問 14（40.1
％）と問 15（46.9％）。問 14 は safety pin（安全ピ
ン）の pin を pen を勘違いした誤答が多かった。
問 15 は対話の内容から，対話の後に 2 人がどうす
るかを推測する問題で，対話の内容そのものを答え
るのではなく，対話の状況判断や推測が求められ
る。こうした設問形式にも慣れていこう。

第 4 問　A：長めの英文　B：長めの会話
長めの英文や会話を最後まで集中して聞く力
を鍛えよう。
　A は長めの英文，B は長めの会話（3 人）を聞い

音読で聞き取る力をつけ，設問の特徴に慣れていこう。
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て，それぞれ 3 つの質問に答える問題。語数は A
が約 240 語，B が約 310 語である。第 4 問 A の平
均得点率は 63.5％，第 4 問 B の平均得点率は 71.8
％ であった。各設問では話の要点を理解できてい
るかが問われている。
　比較的正答率が低かった設問は A の問 21（47.0
％）と B の問 25（53.3％）。問 21 は少し離れた箇
所の内容を総合して答える必要がある問題。問 25
は，ジェイクが忙しかったため，その結果どうであ
るか［どうであったか］について，正解は④の「計
画を立てられなかった」であるが，②の「おじとお
ばをどこにも連れていけない」とした誤答が多かっ
た。このレベルの問題にもしっかり対応できるよう
にしていければ高得点が可能になる。そのために
は，ある程度の長さの英語を聞いて，設問に関わる
部分が聞き取れるかどうかだけでなく，話の全体像
を頭の中で描けるかどうかを意識して，聞き取りの
練習に取り組んでいこう。

Ⅲ．学習アドバイス

　リスニング学習の方法として次のことがあげられ
る。
① 読み上げられた内容を理解するための語彙力・文

法力などの基本を固める。
　 （スクリプトを「読めば理解できる」ように語彙

などを確認する）
②内容を理解したら繰り返し音読する。
　 ネイティブの音声をまねて，リピーティング（音

を聞きスクリプトを見ながら復唱する）やシャ
ドーイング（何も見ずに音を聞き復唱する）を行
う。

③ ディクテーション（音を聞き取り書き写す）を行
い，自分が聞き取れない音を把握して覚えてい
く。

　まずは①の学習をしっかり行ったうえで，②の音
読を行うこと。よく理解した教科書などの音読を日
頃からネイティブの音声をまねてしっかり行えば，
英語のリズムが確実に身につく。東進のホームペー
ジでは，模試の音声を公開しているので，ネィティ
ブスピーカーの発音をまねて音読してみよう。試験
における「聞く」という作業は，必要な情報を聞き
取るために集中し続ける力が求められる。漫然と音
声を聞くだけではなかなか力は伸びないので，リス

ニングを強化する適切な学習方法に従って練習を積
もう。
　今回の模試の復習としては，まず正答率が 40～
50％ 台だった以下に挙げる問題について確実に得
点できるよう重点的に復習しよう。

大問 設問 正答率

第 1 問
問 1 46.0％

問 6 54.7％

第 2 問

問 8 55.6％

問 10 58.8％

問 11 55.6％

問 12 57.6％

第 3 問 A
問 14 40.1％

問 15 46.9％

第 3 問 B
問 18 55.9％

問 19 51.5％

第 4 問 A 問 21 47.0％

第 4 問 B 問 23 53.3％


